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－新しい病院理念－
心を病む人の立場に立った専
門的精神科治療の提供を行う。

地域への精神科医療の啓発活
動を通じて心を病む人のみなら
ず、地域住民の心の健康増進
に貢献する。
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まず、当院で初めて受診される

方は、待ち時間を少しでも少なくす

るため、予約制をとらせていただい

ています。診察の前に問診票への

記入と併せて、専門のスタッフが面

接（問診）を行い、今までの状態な

どをお聴きいたします。その後、医

師の診察となります。ゆっくりとお

話をうかがうのを前提としておりま

すので、受付から会計が済むまで

に1～2時間かかります。

【一般的な初診の流れ】
①予約：毎週（月）～（金）の8：30～

17：00、（土）の8：30～12：00に地域

連携室までご連絡ください。お早め

にお電話いただけると、なるべくご

希望の日時に合わせられると思い

ます（ただし、専門外来は除きます）。

連絡先：向陽台病院地域連携室

（直通：096-272-5250）

②問診：精神保健福祉士や臨床

心理士が30～40分かけて、現在お

困りの症状、また、治療上必要な情

報を面接によって聞かせていただ

きます。

③診察：専門の精神科医師による

診察を行っています。

④検査：診察後、必要に応じ心理

検査（10～20分）や血液検査などを

行います。

⑤処方・会計：診察の中で説明し

ますが、必要に応じお薬を処方しま

す。また、当院の診療費は全て保

険診療となっております（保険証を

必ずご持参ください）。

それでは、実際にどのような患者

様に来ていただいているのかをご

紹介したいと思います。

平成18年度初診患者様は574

名でした。年代別では10代が最も

多く、次いで20代、30代と続きます

（専門医による児童思春期（発達

障害）外来をもうけています）。

また、10歳未満の子どもの受診も

増えつつあります。物忘れ外来を専

門外来としてもうけており、高齢者

の方々の支援にも力を入れており

ます。

疾患別にみると、気分障害・摂食

障害が多く、その次に統合失調症

の順となっています。現代社会を

反映してか、学校や職場のストレス

により不調を来たしている方々が多

いようです。

多くの方に精神科への受診そ

のものへの抵抗感がみられます。

また、精神科医療機関の対象とな

る疾患は、他の疾患と比べ治療に

時間を要する場合が少なくありませ

ん。私たちは丁寧に、そして心のこ

もった対応をさせていただきたいと

思っております。「最近ちょっと気分

がすぐれないな～」「特に理由はな

いけど、何となくきつい」など思われ

たら、まずご相談ください。お待ちし

ております。

（地域連携室　杉本篤史）

病院の入口 「受診したいけど、どうしたらいいの？」「精神科ってどんなことをするの？」

といったご心配は多くの方にあると思います。

今回、病院の窓口である地域連携室から当院の初診時の流れにつ

いてご説明したいと思います。
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8月1日付で診療部長に就任した佐藤秀史です。この号が出るころに

は、向陽台に来て2年を過ぎたぐらいの、まだまだ院内新人（のつもり）

です。当院も病院機能評価の更新を控え、NST(*1)やICT(*2)といっ

た身体科で採用されていたシステムが求められるようになって来まし

た。精神科病院はこの面では立ち遅れていたことは否めず、当院で

も同様です。このようなあまり前面に出てこないソフト面の構築・充実

に、これまで精神科領域とは違う分野に身をおいていた私の経験を

生かして努力していくつもりです。また、看護部・リハビリテーション

部・事務部との連携をより強化して、より良い医療を目指します。今後

ともどうぞよろしくお願いします。

(*1)NST:栄養サポートチーム（Nutrition Support Team）の頭文字

(*2)ICT：感染制御チーム（Infection Control Team）の頭文字

診療部長

佐藤 秀史

今年７月１日から事務部長として勤務しております。春日井と申しま

す。気持ちは今でも30代のつもりですが、やはり体力、外見はおじさ

んになってまいりました。20代のころは空手道、合気道と武道一筋に

打ち込んで、充実した稽古に励んでおりました。最近は立田山の散

策、ドライブして俵山でピクニック、阿蘇の温泉めぐりと自然とのふれあ

いを求めて彷徨っています。

精神科に勤務するのは初めてでしたが、患者様、家族の皆様、地域

の皆様とのふれあいを楽しみにしておりますので、お気軽に声をかけ

てください。

私の好きな言葉は「こころと宇宙」、「出会いを大切に」、「前向きにプラ

ス思考で」、「日々新たなり」、「創造力」、「挑戦」…などです。

事務職員一同、患者様にこころからの接遇をめざして、改革意欲を持っ

て自己啓発に取り組んでおりますので皆様のご指導をこれまで以上

にお願い申しあげます。

事務部長

春日井 富雄
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摂食障害「肥後椿会」は、拒食

症･過食症など食事の問題に悩む

ご本人とそのご家族なら、誰でも参

加できるグループです。向陽台病

院に受診していてもいなくても大丈

夫です。毎月第４土曜の午後２時

から３時半まで、病院のデイケア室

の中で開催しています。リーダーと

して臨床心理士である私が入り、

それ以外にも臨床心理士や看護

スタッフが同席します。同じ病気の

人が集まっていろいろ語ることは、

アルコール依存症や薬物依存症

の人たちなどで多く行われており、

自助グループと呼ばれています。

私たちのグループも、自助グルー

プ的ではありますが、スタッフが参加

して、必要に応じて心理教育的に

病気について説明したりしてい

ます。

会では、プライバシー保護の

約束をしたうえで、一人ずつ自

己紹介をします。病気のきっ

かけから、どのように経過し

てここに来たか、話せる範

囲で話してもらいます。

ご家族の場合は、本人が来なく

ても、どのようなことで困っているか

を語ってもらいます。

初めて参加した場合は、不安や

緊張で涙ぐんでしまう方もいらっしゃ

いますが、あくまでも話せる範囲な

ので、無理に話す必要はありませ

ん。同じ病気の人に出会って、同じ

ような悩みを語ることは、自分だけ

ではないという安心感につながり、

また、実際に治っている人を見ると、

希望がわいてくるようです。

ご家族にしても、他のご家族の対

応などを参考にして、どのように病気

と向き合っていくか考える機会を得

ることができます。ただ、状態によっ

ては、かなりひどく痩せている方も

おられ、それを見て心密かに『私よ

り痩せている、私は太って

いる』といった競争心が

わいたり、劣等感を感じ

たりもするようです。ま

た、この病気は、以前

は思春期やせ症と

呼ばれ、思春期あた

りの発症が多かった

のですが、最近では、

その発症年齢の低年齢化と高年

齢化が言われています。ダイエット

の誤った情報が小学校の中学年

位の人にも伝わり、小学校高学年

でダイエットを開始したり、あるいは、

妊娠中に体重増加をしてはいけな

いと指導を受けて、あまりに生真面

目に従っているうちに、産後にその

反動で過食症になってしまった人

など、年齢が幅広くなっているので

す。それを見て、ご本人もご家族も、

病気の果てしなさに唖然として逆

に不安を増強させてしまうこともあ

るのです。

ミーティングは、そのようなさまざま

な問題を言葉で取り扱い、あるい

はそっとおいたまま、すなわち葛藤

を抱えたまま進めていきます。痩せ

ているか太っているか、その行動が

良いか悪いか、二者択一の極端な

思考から、曖昧を抱える体験をする

のです。そのことがまた、次の治療

に進んでいくチャンスとなります。

（リハビリテーション部　植村照子）

● 病気のお話 ●

やせた白雪姫たちが
健康になるために②

摂食障害「肥後椿会」
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８月６日、植木町の夏祭り「はっ

てん祭」のボランティア出店に地域

支援センターなでしこが参加しまし

た。日ごろ、活動に参加されている

Ｗｏｒｋｓみらいの利用者さんたちと

協力しながら、真夏の炎天下の中、

テントやテーブルの設営を行いまし

た。テーブルには、普段の活動で製

作した小物の展示や、喫茶「向」の

ソフトクリームとジュース販売、向陽

台病院デイケアの革やビーズで創っ

た小物展示の準備を行いました。

何とか午前中に準備が終わり、午

後２時から祭りが始まりました。夏休

み期間中ではありましたが、平日

ということもありお客さんは少なく、

暑さの中を耐えて過ごすといった

感じでした。

夕方近くになると、徐々に人も増

え、少しずつではありますが、ソフト

クリームやジュースが売れるようにな

りました。子ども向けにバルーンアー

トをテントの前で行い、できあがった

バルーンをプレゼントすると、皆さん

にとても好評で、作るのが間に合わ

ないほど賑わいました。ステージイベ

ントでは、仮面ライダーショーや向陽

台病院デイケアメンバーのよさこい

ソーラン踊りなども行われました。

しかし、今年も恐れていた突然の

夕立ちに見舞われ、今回は雨だけ

でなく、テントが飛びそうなほどの強

風もありました。みんなずぶ濡れに

なりながら、テントの足を支えるのが

やっとでした。１時間ほどすると雨も

止み再開しましたが、足元も水浸し

で、最悪のコンディションでした。

そのような中でも子ども神輿や植

木町民総踊り、花火やレーザーを

使ったショーなどで楽しくはってん

祭は終了しました。

販売ではソフトクリームが完売し、

小物も少し買ってもらうことができ、

なでしこの名前を少し知ってもらえ

る機会になったかと思います。利

用者の方からは、「暑かったり、雨風

があったりで大変だったけど楽しかっ

た」という感想も聞かれ、大きな事

故やケガもなく（顔は真っ赤に焼け

ましたが）、協力し合ってイベントを

成功させることの大変さ、楽しさ、充

実感を利用者さんたちと味わえると

てもよい経験になりました。来年も

また参加したいと思います。

（地域活動支援センターなでしこ

阪本匡聰）

院内や地域で開催された行事を紹介するコーナーです。

梅雨も明け強い日差しが眩し

いこの時期、毎年行われている

「日本精神科看護技術協会親睦

ミニバレーボール大会」が開催さ

れました。30弱のチームが7月28

日に県立体育館に集結し、当院も

スタッフ20名で参加しました。昨年

は、グループリーグ突破するなど、

上位進出の手ごたえを掴んだこと

により、今年も約2カ月前から練習

に取り組んできました。なかなかス

タッフの時間も合わず、少人数で

の練習になる時もありましたが…。

試合当日、熊本県内の精神科

病院からたくさんの参加があり、会

場は熱気であふれていました。当

院からは2チーム（A･B）が出場し、

各リーグに分かれ熱戦のひぶたが

きられました。Aチームは全勝でリー

グ突破。トーナメントに入り、一戦一

戦、試合ごとに強くなりました。また、

同僚の大きな声援が後押しとなり

準決勝まで駒を進めました。「勝ち

たい」という一人ひとりの強い気持

ちがあり、試合中も笑顔を忘れての

緊張感がありました。しかし、準決

勝の相手は現在大会2連覇中の

「菊池有働病院」。とにかく持てる

力を発揮しようと、チーム一丸とな

り全員バレーで挑んだ末、見事勝

利を手にする事ができました。決勝

の牛深保養院戦では、接戦となり

一つのミスが命取りとなる白熱した

試合となりましたが、悲願の優勝を

手にすることができました。決まった

瞬間はスタッフ全員で立ち上がっ

て喜んだのが印象的でした。

この試合では、熊本県内の精神

科病院が参加するため、以前の同

僚に会えたり、新しい知り合いがで

きたりするなど、優勝と共に楽しい

１日を過ごすことができました。

（看護部　名越　誠）

ミニバレーボール大会

はってん祭
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向陽台病院には、金曜日の午
後（14時半～17時/予約制）、児童
思春期（発達障害）外来という専
門外来があります。訪れる患者様
は下は６歳ぐらいから、上は20歳ぐ
らいまでとさまざまです。
発達障害はその他の精神科疾

患と同様に、明確な原因が分かっ
ていませんが、脳の機能的な問題、
特に認知面の障害があることが幾
つかの研究で分かってきていま
す。「こだわり」はその最たるもので
す。服の感覚にこだわりがある場
合は、着替えを非常に嫌うことが考
えられます。また、「予測ができにく
い」という特徴もあります。私たちは、
全く予測ができない場合は不安に
なったりイライラしたりしますが、発
達障害の人は、ほんの少しの予定
変更でも混乱してしまいます。運動
会が予定されていたのに雨で中止
になって、パニックになったりしま
す。その他、「目に見える物で考え

る。理解する」という特徴もあります。
これは、私たちが日常的に使う曖昧
な言葉が苦手なことを指していま
す。例えば、お母さんが子どもに向かっ
て「ちゃんとしなさい！」と叱ったとし
ましょう。すると、多くの場合、「ちゃ
んとしなくちゃ」とたたずまいを整え
たり、「ちゃんと」考えて動きます。し
かし、発達障害の人たちは、「ちゃん
と」とはどういったものか想像するこ
とが難しいのです。結果、お母さん
が「何度言ったらわかるの！ちゃんと
して！」と叫んだとしても本人は意に
介さず、お母さんの怒鳴り声にだけ
反応して混乱してしまいます。
では、どうしたらいいのでしょうか。
１つ目の「こだわり」は、「社会的

に認められたこだわり」に移してい
くことが大事です。同じ服を着続け
れば臭いもきつくなりますし、周囲か
ら嫌がられるのは必至です。同じ感
覚が好きならば、最初は同じ服を何
着も用意することから始めます。毎

日同じ服なので、少し変な目で見ら
れるかもしれないですが、清潔感は
維持できます。次に、「予測ができに
くい」ことについては、事前に分か
る範囲で予測し、何度も見ることが
できるように紙に書き示すとよいで
しょう。また、予測しようにも予測で
きない場合もありますので、予測が
できないと予測して伝えておくことも
大事です。最後は、「目に見える物
で考える」傾向があるので、具体的
で絵に描ける内容に変えると伝わり
やすいのです。「ちゃんと」はどうし
たら絵に描けるようになるでしょう。
それは「背筋を伸ばして」や「ボタン
を留めて」などです。
当院では、このように一人ひとり

の特徴に合わせて、発達障害の人
たちが生活しやすいように援助をし
ています。少し心配と思う方は、児
童思春期（発達障害）外来を受診
してみてください。
（リハビリテーション部　濱本晋也）

8月6日、当院にて鹿本地区「こころ

の健康アドバイザー事業」ブロック別事

例検討会が行われ、鹿本郡市学校保

健会会長古賀一史先生を始め、15名

程の鹿本地区小・中・高の養護教諭

の先生方が参加されました。この事業

は熊本県教育委員会と熊本県学校

保健会主催で県内を13ブロックに分

け、専門スタッフが相談を受けたり、事

例検討会などを行ったりする中で子ど

もたちの心の健康推進を目指すもの

です。不登校や発達障害の問題など

が多く検討されています。

専門スタッフは精神科医、小児科

医、臨床心理技術者、精神保健福祉

士、保健師で構成され、知恵を

寄せ合っています。

当院からは精神科医として横田院

長が、臨床心理技術者として植村リハ

ビリテーション部長が専門スタッフとして

参加しています。その他、桑原内科小

児科医院から桑原先生、九州看護福

祉大学からは後藤先生、保健所からは

山保健師が参加しています。今回は

当院精神保健福祉士、臨床心理士も

地域連携の一環として参加の許可を

いただき、私も初めて参加しました。

当日は全体会の後、専門スタッフ１

名と養護教諭４名程を１グループとし、

小学校A･B、中学校、高校の４グルー

プに分かれ事例検討を行いました。そ

こで、子ども達が毎日過ごす学校で、

同じ時間を共有している先生方だから

こそ抱く子ども達の問題についての心

配や焦り、少しでも幸せな人生を歩ん

で欲しいという熱意をひしひしと感じま

した。そして私自身も臨床心理士とし

て、どのようなお手伝いができるのか考

えさせられるひとときでした。今後もこ

のような地域連携の場に積極的に参

加し、医療従事者として地域社会に貢

献していきたいと思います。

（リハビリテーション部　渡邊美帆）



夏の暑さで疲れがたまっている方は多いのではないでしょうか。
今回のテーマは夏の暑さと紫外線でさびた体をリフレッシュしてくれる
「抗酸化食品」です。

≪抗酸化食品って？≫
鉄がさびたり、リンゴを切ると切り口が黒く変色するなどの現象を見た

ことがあるかと思います。これは空気中の酸素が「酸化」したことによっ
て引き起こされます。実は私たち人間の
体の中でも同じようなことが起きており、
この酸化により「活性酸素」というもの
が発生します。この活性酸素がシミやし
わなど老化の原因となったり、ガンなど
のさまざまな生活習慣病の原因にもなっ
ていると言われています。活性酸素は
ストレス、喫煙、過度のスポーツ、その他
の生活環境因子により増加するといわ
れています。この活性酸素を除去して
くれるのが「抗酸化物質」です。私たち
の体には活性酸素をおさえてくれるシス
テムが備わっていますが、年齢を重ねるとその機能も衰えてきます。そ
のため若いうちから「抗酸化食品」を積極的に食べる必要があります。
抗酸化物質は酵素やビタミンなどがあります。
酵素は体の中でたんぱく質やミネラルから作られます。
ビタミンは体の中で作られないので日々の食事の中で取り入れる必

要があります。その他、お茶のカテキンなどのポリフェノール類、トマトのリ
コピンなどさまざまな食品に含まれています。
しかし、その食品が健康にいいといっても、特定の食品に偏ってはい
けません。たくさんの食品を日々の献立の中に取り入れましょう。

平成19年７月28日、向陽台そよ風家族会の講演
会が新デイケア棟の活動室で開催されました。当日
は午後から共同住居、グループホームの家族会も開
催されるということで、29家族38名と多くのご家族が
参加されました。
今回の講演は「統合失調症について」というテー

マで当院の松岡弘修医師がお話しました。まず、統
合失調症とはどのような病気なのかという説明があ
りました。事例をもとに、特徴、症状、治療法について
スライドを用いて詳しく話があり、参加されたご家族は
興味深く聴いておられました。
講演後の質疑応答では、「病気によって生活のレ

ベルが下がった場合でも、病気になる以前の状態に
戻れるのでしょうか」という質問があり、松岡医師から
は「一般的に再発を繰り返すと予後はあまり良くな
いと言われることが多く、以前の状態に戻れるかは
個人差があり、薬が上手く合わなかったり、環境によ
る影響もある」と話がありました。その他にも、患者の
要求にどこまで対応したら良いのか分からないという
意見があがり、それに対して「状況にもよるが、例えば
約束事を決めることも一つの方法。家族だけで考
え込まずに主治医や看護師へ相談していただきた
い」とアドバイスがありました。同じような悩みを持った
ご家族も多くいらっしゃったようで、頷きながら聴かれ
ている姿が印象的でした。
「家族の集い」では、あるご家族から「同居してい
たけれども、訪問看護のスタッフ、なでしこのスタッフ、
ホームヘルパーを交えて何回も話し合い、一人暮ら
しができるようにまでなりました」という嬉しい意見も
あがりました。その他にデイケアや就労に関する意見
交換もされ、今後も家族会の内容を工夫し、参加し
てよかったと思っていただけるような会にしていきた
いと改めて思いました。
家族会は、少しでもご家族の不安や疑問の支え

になればと活動しています。ご家族の皆様のご参加
を心よりお待ちしています。

（デイケア 竹之下亮）
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向陽台病院ではさまざまな情報を発信しています

これからの献立予定

前号から、印刷部数を1割増やしました。
増刷の要因は地域連携室・生活支援
センターなでしこの積極的な企業・病
院・市町村訪問と共に、当院を初めて

受診する患者様（初診時に必ず1部お渡しします）の増加によ
るものです。最近は、創刊した3年前の1.5倍、年間600名弱の
患者様が新たに当院を受診されています。多くの人の目に触
れるこもれびをさらに充実させていきます。（濱本晋也）

編集
後記

■ 次回家族会の予定：新年会

平成20年1月26日（土）10：00～12：00

食事バランスガイド

11月……バイキング料理
12月……クリスマス料理

バイキング料理

1月……正月料理
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産交バス
向坂バス停から
徒歩3分
明治乳業バス停
から徒歩3分

車
植木ICから10分

JR
植木駅下車
タクシーで6分

V
IS

● 診療科目　精神科・心療内科
● 特殊外来 水曜日午後：物忘れ外来

金曜日午後：児童思春期（発達障害）外来
● 病床数　220床
● 外来診療時間　

外来担当医一覧表 ※下記担当医は変更する場合もございます

〒861-0142 熊本県鹿本郡植木町大字鐙田1025
TEL：096-272-7211・FAX：096-273-2355

http://www.koyodai.or.jp/

医療法人横田会 向陽台病院

日本精神神経学会専門医研修指定病院　日本精神科病院協会認定専門医研修病院
2005年から日本医療機能評価機構の認定を受けています

月～金曜日 午前9時40分～12時00分
午後2時30分～ 5時00分

土 曜 日 午前9時40分～12時00分

祝日は平常通り診療しています

新患は予約制です。予約受付：096-272-5250
＜平日：午後4時まで ／ 土曜日：午前11時まで＞
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